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実

の

智

慧

近
ご
ろ
は
教
育
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
お
か
げ
で
知
識

が
と
て
も
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
割
に
は
人
の
心

が
楽
し
く
明
る
く
進
歩
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
知
識
や
経
験
や
理
屈
を
他
人
や
過
去

・
未
来

の
自
分
の
こ
と
に
当
て
は
め
る
の
が
へ
た
だ
か
ら
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
智
慧
が
な
い
と
い
い
、
迷
い
の
始
ま
り
で
あ

り
ま
す
。
腹
を
立
て
て
は
い
け
な
い
と
子
供
で
も
知
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
腹
を
立
て
て
い
る
人
に
ダ
メ
だ
と

意
見
し
ま
す
。
自
分
で
も
過
去
を
反
省
し
、
こ
れ
か
ら

は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
心
は
ウ
ソ
で
は
な
い
の

に
縁
が
あ
れ
ば
す
ぐ
ま
た
腹
を
立
て
ま
す
。
立
て
て
い

る
時
は
い
け
な
い
と
い
う
常
識
は
う
す
ら
ぎ
、
そ
う
で

は
あ
る
が
こ
れ
ば
か
り
は
ガ
マ
ン
で
き
な
い
と
い
い
ま

す
。仏
さ
ま
の
真
実
の
智
慧
の
教
え
に
よ
ら
な
け
れ
ば
本

当
の
自
分
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

鷹
谷
俊
昭
著

『月
ご
と
の
こ
と
ば
』
転
載

法霧

虫

ぼ

ｂ

主
睡

講
Ｔ

一一年

空

寺

徳

正

俊

平

師

七
月
十
七
日
（水
）

十
三
時
半
よ
り
　
　
　
　
　
，

「
み
法

を
味

わ

っ
て
」



令和元年夏季号 (7月 ) 浮は寺だよ り 第 128号 (2)

五
月
十

一
日
十
三
時
よ
り
、
親
留
聖

人
の
ご
誕
生
を
お
祝
い
す
る
宗
祖
降
誕

会
法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず

一
同
で
和
訳
正
信
侶
を
お
つ
と

め
。
続
い
て
奉
賛
行
事
を
三
部
開
催
。

第

一
部
は
浄
心
寺
女
声
コ
ー
ラ
ス
同

好
会

「
コ
ー
ル
清
風
」
に
よ
る
仏
教
讃

歌
。
平
田
澄
子
先
生
の
電
子
ピ
ア
ノ
伴

奏
の
も
と
、

「さ
ん
だ
ん
の
う
た
」

「太

陽
か
ら
の
手
紙
」

「念
仏
」

「し
ん
ら
ん

さ
ま
」
の
四
曲
を
披
露
。
や
さ
し
い
調

べ
が
堂
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

第
二
部
は

「発
展
途
上
国
の
子
供
た

ち
に
楽
器
を
贈
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
。
琴
、
フ
ル

ー
ト
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
プ

ロ
の

方
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
邦

楽
、
洋
楽

を
楽
器
の

重
奏
や
ソ

プ
ラ
ノ
の

歌
声
で
、

七
曲
楽
し

ん
だ
後
、
最
後
は

「改
郷
」
を

一
同
で

合
唱
し
ま
し
た
。
昨
年
の
募
金
は
急
き

ょ
真
備
の
小
学
校
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
し
ば
ら
く
は
真
備

の
小
学
校
や
保
育
園
な
ど
楽
器
の
不
足

し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
寄
贈
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。

第
三
部
は
上
方
落
語
。
今
年
は
六
代

目
松
喬
師
匠
の
直
弟
子
、
笑
福
亭
遊
喬

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

松
喬
師
匠
の
奥
さ
ま
も
お
見
え
に
な
り
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
休
憩
を
挟
ん
で
二
席
あ
り
、

一
席
目
は

「ち
り
と
て
ち
ん
」
、
二
席

目
は

「
一
文
笛
」
で
し
た
。
枕
の
話
も

面
白
く
、
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

今
年
も
た

く
さ
ん
の
ご

参
拝
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵

ま
れ
、
非
常

に
楽
し
い
法

座
と
な
り
ま

し
た
。

）

備
中
里
組
の
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議

会

（長
安
圭

一
会
長
）
の
総
会
と
研
修

会
が
、
五
月
三
十
日
十
時
半
よ
り
、
浄

心
寺
礼
拝
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

門
徒
推
進
員
十
名
、
組
長
を
は
じ
め

僧
侶
三
名
出
席
の
も
と
、
平
成
三
十
年

度
の
行
事
報
告
、
決
算
報
告
、
新
年
度

の
行
事
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
生
江
浜
の
蓮
乗
寺
住
職
、

田
井
智
彦
師
の
ご
法
話
を
拝
聴
。

そ
の
後
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
懇

親
会
を
も
ち
ま
し
た
。

浄
心
寺
か
ら
は
五
月
に
松
田
勝
由
さ

ん
と
北
川
嗣
雄
さ
ん
が
中
央
教
修
を
受

け
ら
れ
、
新
た
に
門
徒
推
進
員
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
、
お
寺
と
門

信
徒
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
と
し
て
、
活

躍
を
期
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
長
安
圭

一

さ
ん
と
合
わ
せ
、
浄
心
寺
の
門
推
さ
ん

は
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ケ

ー
ル

七
月
二
十
三
日
（火
）
、
小
学
生
対
象

に
日
帰
り
で
、
仏
さ
ま
の
お
話
を
聞
い

た
リ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
す
。
諸
般

の
事
情
で
長
年
続
い
て
き
た
お
泊
ま
り

は
休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

門
信
徒
以
外
の
お
子
さ
ん
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
参
加
費
は
五
百
円
。
詳

細
や
申
し
込
み
は
浄
心
寺
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
七
月

十
七
日
。

五
蘭
宮
会
巳
ぼ夕

八
月
十
五
日

（木
）
十
時
と
十
四
時

浄
心
寺
本
堂
に
て
お
盆
の
お
つ
と
め

を
し
ま
す
。

Pl
従
連推
絡進 r

畢景,
会 ゴ

1聾

すⅢⅢ

み/Lな
あつまれ !念仏のつどいにご参加を !

毎月]5日 ]3i30(6月 、7月 は7i30)
より、門信徒会主催の境内清掃を行つ

ております。

近年は婦人会の当番班中心の清掃に

なつており、門信徒会からもっと参力日

を、としヽう声があがっております。ど

うぞ男性も積極的にこ参加くださしヽ。

]月 と 8月 はお休み、9月 (7i30よ
り)|よ仏婦の清掃奉仕です。
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仏
婦
コ
ー
ナ
ー

ワ
ツ
カ
働
□

他

隔

総

会

六
月
十
六
日
（日
）
、
令
和
元
年
総
会

を
開
催
。
出
席
者
四
十
三
名
。

平
成
三
十
年
度
行
事
、
決
算
報
告
。

令
和
元
年
度
行
事
予
定
や
予
算
案
が
提

出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
は
恒

例
の
ダ
ー
ナ
バ
ザ
ー
が
四
月
十
九
日
、

研
修
旅
行
は
十
月
二
十
二
日
、
大
三
島

万
福
寺
参
拝
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
　
参
　
式

五
月
十
二
日
十
時
よ
り
本
堂
に
て
、

仏
教
婦
人
会
主
催
の
第
七
回
初
参
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
子
さ
ん
の
初
め
て
の
お

寺
参
り
を
記
念
し
て
お
こ
な
う
儀
式
で

す
。
初
め
て
本
堂
の
阿
弥
陀
さ
ま
に
ご

あ
い
さ
つ
し
ま
す
。
ま
た
。
親
子
と
も

ど
も
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、

み
教
え
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
日
々
を
送
る

こ
と
を
誓
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
石
井
湊
く
ん
（３
）
、
隼
く
ん

（１
）
の
兄
弟
、
町
田
凛
ち
ゃ
ん
（５
）
、

杏
ち
ゃ
ん
（３
）
の
姉
妹
、
見
平
陽
菜
ち

ゃ
ん
（３
）
の
五
名
が
受
式
し
ま
し
た
。

誕題

住
職
に
よ
る

「ら
い
は
い
の
う
た
」

の
お
つ
と
め
、
ご
法
話
の
後
、
記
念
写

真
、
そ
の
後
、
手
形

・
足
形
を
色
紙
に

と
り
ま
し
た
。

今
後
も
家
族
そ
ろ
っ
て
お
寺
に
お
参

り
く
だ
さ
い
ね
。　
　
　
　
　
　
キ

教
区
清
掃
奉
仕

六
月
十

一
日
（火
）
、
備
後
教
堂
の
清

掃
奉
仕
に
四
名
参
加
し
ま
し
た
。
午
前

九
時
か
ら
四
十
分
ほ
ど
清
掃
し
た
後
、

栗
原

一
乗
師
に
よ
る
ご
法
話
を
昼
を
は

さ
ん
で
二
席
お
聴
聞
し
ま
し
た
。

カ
モ
の
網
子

敵
生
池
に
緊
急
避
難

六
月
十
日
、
笠
岡
駅
前
の
エ
ダ
キ
酒

店
の
近
く
を
カ
モ
の
ひ
な
が
歩
い
て
い

る
の
を
店
主
が
見
つ
け
、
通
報
。
警
察

官
と
市
の
職
員
が
出
動
し
て
五
羽
を
捕

獲
し
、
浄
心
寺
の
放
生
池
に
放
ち
ま
し

た
。
親
鳥
が
上
空
か
ら
眺
め
て
い
ま
し

た
が
、
人
影
が
な
く
な
る
と
池
に
舞
い

降
り
、
子
ガ
モ
た
ち
と
仲
良
く
泳
ざ
始

め
ま
し
た
。

近
隣
の
人
た
ち
も
、

「か
わ
い
い
ね
」

と
温
か
く
見
守

っ
て
い
ま
し
た
が
、
二

日
ほ
ど
す
る
と
い
つ
の
間
に
か
親
子
と

も
に
い
な
く
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

つ
か
の
間
の
癒
し

で
し
た
が
、
引

っ
越

し
先
で
も
子
ガ

モ
た

ち
が
元
気
に
育

っ
て

く
れ
て
い
る
と
い
い

で
す
ね
。

当諏

　

ン

津
田
明
導

（白
印
）
が
創
設
し
た

「甘

露
育
児
院
」
を
起
点
と
す
る
淳
和
女
学

校
は
現
在
、
岡
山
龍
谷
高
等
学
校
と
し

て
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
し
近
隣
か
ら
多
く
の

生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

同
学
園
で
は
来
年
４
月
に
中
学
校

「蒼
明
学
院
中
等
部
」
を
新
た
に
開
校

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校
は
国
立

・
県
立

・
私
立
と

自
由
に
受
験
で
き
る
全
国
で
も
類
を
見

な
い
新
し
い
発
想
の
中
学
校
で
す
。

定
員
は
１
学
年
８０
名
で
２
ク
ラ
ス
を

予
定
。
お
問
い
合
わ
せ
は
同
学
園

（０
８
６

５
１
６
３
１
２
５
２
５
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

「
ヨ
ガ
教
皇
」
開
催
中

毎
週
金
曜
日
十
時
半
か
ら
十

一
時
半

ま
で
、
乗
園

（和
室
）
で
ヨ
ガ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
来
ら
れ
た
方
の
体
調
に
合
わ

せ
て
、
先
生
が
強
弱
を
つ
け
た
運
動
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
体
の
か
た
い
方

も
気
に
な
さ
れ
ず
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

門
信
徒
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日 時◆10月 22日 (火 )
場 所◆大三島万福寺参拝
参力B費◆7,000円程度

皆様ご参カロ下さい !



令和元年夏季号 (フ 月) 浄は寺だより 第 128号 (4)

干甲干序P]信,徒 会_総 会

t'1-■ |十 :す    4月 22日 (国 )1〕時半より 約
　
誕

花

総

降

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

花まつり

総  会
降 誕 会

4月 29日 (国)8時頃より
5月 12日 (土)]]時
13口寺 女声コーラス同好会、音楽家の皆さん

4月 29日 (月)8時頃より
5月 ]]国 (土)]]時
]38寺  女声コーラス同好会、音楽家の皆さん

仏教讃歌とチャリティコンサートと上方落語 集 福 奪 澄 宙 師
◎ 研修旅行 6月 12国 鉄)神戸別院、ベイクルーズ

◎ 法物虫ぼし法座  7月 17日 (水)1描3崎三原市大干日田丁徳正寺徳正俊平師
◎ サマースクール  7月 23国 欲)9時～16時 教区内スタッフ3名
◎ 孟蘭盆会 8月 15国 (木)10日寺、14日寺住職、前住職

|◎ 秋季彼岸会・永代経 9月 25日 (水)1鍋30分三原市大和町浄楽寺栗原一乗師

!◎ 地区委員会   ]2月 7国 仕)]]時 30分
13日寺30と分神辺町光行寺苅屋光影師

|◎ 除夜会、修正会  12月 3]国 欲)、 元旦
|◎ 新春の集しヽ   令利 2年 1月 中旬
|◎ 香季彼岸会・永代経令和 2年 3月 講師 i未定
|あさのおつとめ 通年毎朝 6時
|◇やさしい仏教入門 毎回19i30～2]i00解説i住職
l     ①4/9(火 )、 ③6/5(水 )、 ①8/24(土 )、
l    ①10/9(水 )、 ①]2/]](水 )、 ③2/未定
|◇念仏のつどしヽ 毎月15日 13130より但し6、 7月は7130から、1、 8月は部例
,「浄心寺だより」発刊 127号 (5月 )、 128号 (7月 )、 129号 (11月 )、 130号 (3月 )
!仏教 婦 人 会 5川柳 参式、総会G月 )、 福祉施設慰間、料理教室Q回 )、
l        lrl会 (3月 )、 清掃奉仕(9月 )、 教区各種研1多会
1文
化寧同好会 毎月第 ]金 l窪 ]3i30指導 i平田澄子先生
1貯コーラスコール清風 毎月第2土曜 9i30指導 !平田澄子先生
|ヨ ガ教室 毎週金曜日10:30～ ]]i30指導 i藤本幸代先生
1本山関係 7月全国真宗青年のつどい、9月千鳥が淵全戦没者
十      追悼法要、各種研修会、記念法要など
1備後教区 各種研修会、定例法座(毎月]]国 )、 ]]/3研属恩講、
1      総代研1多会、平利のつどいなど
,備中里組 同朋研1多協議会、第8期連続研修会(偶数月)、
1     青年部会主催ウォーキング(秋 )

仏教讃歌とチャリティコンサートと上方落語 笑 福 奪 曇 富 師
◎ 法物虫ぼし法座  7月 19日 (木)13時 30分 神辺町光行寺苅屋光影師
◎ サマースクール  7月 23国 個)～ 24日欲)70名 教区内スタッフ2名
◎ 孟蘭盆会 8月 15日 (水)10日寺、14日寺住職、前住職

◎ 秋季彼岸会・永代経 9月 21日 (金)138寺30分 倉敷市西方寺幡多哲也師
◎ 研修旅行 ]]月 ]2国 個)福山市沼隈町、宝田院 38名

◎ 地区委員会   ]2月 ]国 (土)]]時 30分
◎ 幸R恩講 ]3日寺30:分 三原市大和町教専寺福間義朝師 ◎ 幸R恩講

◎ 除夜会、修正会  ]2月 3]国 個)、 元里         |
|◎ 新春の集しヽ   平成31年 1月 ]6国鉄)44名      !
|◎ 春季彼岸会・永代経平成31年 3月 22日 (金)芳井町光栄寺佐藤畑水師 |
tあ
さのおつとめ 通年毎朝6時          |
|◇やさししヽ仏教入門 毎回19i30～2]!00解説i住職  |
l     ①4/]](水 )、 ①6/5(火 )、 ①8/25(土 )、     |
l     ①]0/5(金 )、 ① 12/7(金 )、 ①2/5(火)     |
|◇念仏のつどい 毎月 15日 1330よ り廻Ы月、8月はお休拐男性の剣を |

|「浄心寺だより」発刊 123号 159)、 124号 (7月 )、 125号 (11月 )、 126号 (3月)|
|イム翻破需メこ会 5/13初参式(1名 )、 6/17総会、福祉施設慰間、料理教室(11/9、 |

1         3/17)、 伊l会 (3/]2松井―昭師)、清掃奉仕(9/10)、 教区各種研1多会 ,
1文化寧同好会 毎月第 ]金曜 ]3i30指導 i平田澄子先生 |

1女声コーラスコール清風 毎月第2土曜 9i30指導 !平田澄子先生 !

|ヨ ガ教室 毎週金l窪日10i30～ ]]i30指導 :藤本幸代先生 |
1本山関係 7月全国真宗青年のつどい、9月千鳥が淵全戦没者 |

1     追悼法要、各種研1場会、記念)去要など       !
1備後教区 各種研修会、定例法座(毎月]]国 )、 ]]/3研憾 講、 |
1      総代研1多会(]]/5高梁市)、平和のつどい
1備中里組 同朋研修協議会、第7期連続研1多会(偶数月)、   |
1     5/]2青年部会主催「ネ申之峰に登ろう !」   |

t J叉入の言口 6,282,699円
門信徒会費、行事参力日費 (新春のつどい、サマー

スクール、研修旅行)、 教化助成金、法座懇志、

冥力日金、預金利子、繰越金

, 支 出 の 首口 6,282,699円
行事費 (法座、荘厳費、リマースクール、研修旅行、

新春の集い、役員会、総会 )、 賦課金、保険料、

通信費、手数料、消耗品費、印用」製本費、

光熟水費、修繕費、当期乗」余金

この決算につしヽて |よ、平成3]年 4月 30日、監査藤井
浩一郎氏、高橋保文氏により監査を受 |ナ、正確かつ

妥当なことが認められ、5月 ]]日、門信徒会総会に
おしヽて承認されました。

J叉入の音口 4,205,346円
門信徒会会費、行事参加費 (新春のつどい、

サマースクール、研修旅行)、 教化助成金、

法座懇志、冥加金、預金利子、繰越金

(ほかに門信徒会基金 ]2,000,000円 )

ジ 支 出の首口 4,205,346円
行事費 (法座、サマースクール、研修旅行、

新春のつどしヽ、仏教講座、役員会、総会)、

賦課金、通信費、火災保険料、手数料、

消耗品費、印用」裂本費、光熟水費、修繕費、

備品購入費、教化費、予備費



(5)令和元年夏季号 (7月 ) 浮は寺だより 第 128号

円
一
信
≡
徒
！・！！め
，．広
一
場

研
修
旅
行

尾

首

～
神
戸
別
院
な
ど

「
ビ

ッ
タ

リ

す

…
」
久

の
族
　
夕む
口
扶
チ

ユ
ず
帝
ア
別
虎
。

み
た
ら

に
ピ

ッ
タ
リ
す

毛
ダ

ン
す
お
オ

で

お
参

り
に
ユ
に
た
。

（
本
ハ低

自
分
の
前

で
ピ
タ
リ
せ
と
め
る

く
る
く
る
妃
あ
テ
ー
ブ

ル
の

ヤ
キ
料
辺
。

と

ビ

ー

ル
。

泉
枚

質
こ
れ
ま
た

わ
た
ら

に
ビ

ッ
タ
リ
す

お
に

ゃ
れ
す
ク
ル
ー
ブ
ン
グ
。

今
れ
え
年

六
月
十

二
曰

ピ

ッ

タ

リ

質

次
に
マ
ろ
た
り
ま
え
で
ぼ
す
く

ろ
り
が
た

い

ス
テ
キ
す

｛
曰
で
に
た
。

あ
リ
ゲ
せ
う
ご
ざ

い
ま
に
た
。

門
信
徒
会
の
研
修
旅
行
で
神
戸
別
院

に
参
拝
し
ま
し
た
。
〓
一十
七
名
の
参
加
。

神
戸
に
到
着
し
、
ま
ず
本
願
寺
神
戸

別
院
に
参
拝
。
別
院
と
は
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
本
山
直
属
の
寺
院
で
す
。
本

願
寺
第
二
十
二
代
法
主
で
あ

っ
た
大
谷

光
瑞
師
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
ド
様

式
を
取
り
入
れ
た
斬
新
な
建
築
で
、
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
建
物
で
し
た
。
光
瑞

師
は
大
谷
探
検
隊
と
し
て
西
域
に
仏
教

遺
跡
の
発
掘
に
行
か
れ
る
な
ど
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
方
で
し
た
。
輪
番
さ
ん
の

「あ
り
が
た
い
（有
難
い
）
の
反
対
は
、

あ
た
り
ま
え
、
で
す
よ
」
と
い
う
お
話

に
続
き
、
職
員
さ
ん
か
ら
神
戸
別
院
の

沿
革
を
聞
き
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
中
華
街
に
移
動
し
、
「牡
丹

園
」
で
昼
食
。
中
華
料
理
の
コ
ー
ス
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
中

華
街
散
策
。
こ
の
日
は
修
学
旅
行
生
が

多
く
、
通
り
は
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
戸
港
に
移
動
し
遊
覧
船

で
湾
内
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
新
式
の
潜
水
艦
の
建
造
風
景
も
眺
め

ら
れ
ま
し
た
。

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
気
候
の
中
、
楽

し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
各
地
の
別
院
を
め
ぐ
る
旅

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

美
の
浜
　
西

田

折
口

先
ず
旅
行
案
内
の
写
真
を
見
て
び

っ

く
り
し
ま
し
た
１
そ
れ
は
行
先
の

〃
本

願
寺
神
戸
別
院
（モ
ダ
ン
寺
ン

で
し
た
。

ま
る
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ
ス
ク
？
を
、

思
わ
す
よ
う
な
建
物

（寺
）
で
し
た
。

こ
れ
は
こ
の
目
で
見
な
け
れ
ば
と
の
思

い
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

実
際
に
目
に
す
る
と
神
戸
に
点
在
す

る
異
人
館
の
街
に
マ
ッ
チ
し
た
、
モ
ダ

ン
な
イ
ン
ド
仏
教
様
式
の
建
物
が
威
風

堂
々
と
都
会
の
街
な
か
に
チ
ョ
ッ
ト
変

わ

っ
た
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

し
た
。
驚
き
は
ま
だ
続
き
、
な
ん
と
平

成
七
年

一
月
十
七
日
の
阪
神
淡
路
大
震

災
は
旧
建
物
を
再
建
す
る
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
室
内
内
部
の
貴
重
品
は
移
管

さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
無
事
で
、
平

成
七
年
九
月
に
神
戸
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
現
在
の
も
の
が
再
建
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
な
ん
と
奇
遇

・
・
・
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
神
戸
中
華
街
散
策

・
神
戸
港

ク
ル
ー
ズ
が
有
り
、
海
か
ら
街
を
ま
た

海
際
に
有
る
建
物

・
景
色
を
眺
め
楽
し

い
旅
で
し
た
。

ま
た
行
く
機
会
有
る

な
ら
ば
モ
ダ
ン
寺
の
ラ

イ
ト
ア
ツ
プ

・
・
・
１

秋
季
復
岸
会

な
うヽ
び
に

門
信
徒
総
追
悼
家
代
経
法
要

講
聖

療

市
浄
楽
土寸
栗

原

一
乗

師

九
月
二
十
五
日
（水
）
十
三
時
半
よ
り

（敬
称
略
）

岡
山
市

福
山
市

岡
山
市

浅
回
市

浅
回
市

今
　
工立

金
　
浦

里
庄
町

横
　
島

茅
ヶ
崎
市

旭
が
丘

大
井
南

研
修
旅
行
に
行
っ
て

平
田
　
幸
子

伊
藤
　
　
健

津
田
　
囲
之

木
本
　
主我
光

松
枝
昭

一
郎

横
木
　
幸
夫

笠
原
長
太
郎

足
立
　
博
三

妹
尾
　
士昇
文

西
野
ツ
タ
子

濱
松
　
春
子

松
井
　
茂
人

2019年二″霊
門信徒会会費納入のおねがい

本年度会費納入をお願い申し上|ザます。

納入につきまして|よ、地区委員さんを通し

てか、地区委員のおられない地区の方|よこ

参拝の折、あるしヽ十よ同封の郵便振替 (手数

料無料)でお願しヽしヽたします。

門信徒会費|よ年額2,000円として、そ

れ以上の御懇志の方に|よ金額を限定してお

666555555444

13 8 2 3118161515 1 292116

849491688991938586788071

(会 計)りません。



令和元年夏季号 (ア月) 浮は寺だより 第 128号 (6)

私
た
ち
の
宗
門

（
３
）

聖
教
と
は

？

「し
よ
う
ざ
よ
う
」
と
読
み
ま
す
。

仏
教
に
は
八
万
四
千
の
法
門
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
釈
尊

の
教
説
で
あ
る
経

典
、
さ
ら
に
仏
法
を
明
ら
か
に
し
た

菩
薩
や
高
僧
の
著
述
も
含
め
て
い
い
ま

「
含

鋼

仏

像
」

高
さ
五
十
五
北ン

言
い
伝
え
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
昔

あ
る
人
が
こ
の
仏
像
を
鋳
物
屋
に
持
ち

込
ん
で
処
分
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
鋳
物
屋
さ
ん
は

「り

っ
ぱ
な

す
。
本
願
寺
派
で
は
こ
の
う
ち
①
浄
土
　
　
仏
説
無
量
寿
経

上
下
二
巻
　
康
僧
鎧
訳
　
　
．．．轟

三
部
経
、
②
七
高
僧
の
撰
述
、
③
宗
祖
　
　
仏
説
観
無
量
寿
経

一
巻
　
一量
良
耶
舎
訳
　
　
　
ァ」
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
で
簡

の
撰
述
を
浄
土
真
宗
の
正
依
の
聖
教
と
　
　
仏
説
阿
弥
陀
経

一
巻
　
　
鳩
摩
羅
什
訳
一
　

明
に
解
説
い
た
し
ま
す
。

む

鋳

鶴

簿

む

簿

簿

簿

録

む

鑑

鶴

簿

簿

む

簿

鶴

鶴

簿

簿

簿

む

鑑

鶴

簿

簿

鶴

簿

簿

簿

簿

簿

む

む

簿

簿

簿

簿

む

簿

簿

簿

簿

鑑

む

簿

韓

簿

簿

簿

む

ま
う
の
は
あ
ま
り

　

包
み
が
２
、
３
置
い
て
あ
り
ま
す
。
そ

、
こ
の
仏
像
を
当

　

ン」
へ
男
が
床
の
陰
か
ら
ヌ
ー
ッ
と
出
て

た
。　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
た
。
泥
棒
で
す
。
隠
れ
る
際
に

こ
そ
泥
の
侵
入
を
報
せ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
以
来
、
客
間
の
床
に
安
置
し
て
礼
拝

　

体
が
仏
像
に
触
れ
て
力
タ
カ
タ
と
揺
れ

■
．

し
、
こ
の
ほ
か
、
親

鸞

の
教

え

を
伝

承

一ク！　
馳ド確的様相陸訓

．
十
一

３
代
覚
如
の
撰
述
お

よ
び
８
代
蓮
如
の

『御
文
章
』
な
ど
、

な
ら
び
に
親
鷲
や
蓮
如
が
信
心
の
鑑
と

し
て
敬
重
し
た
典
籍
を
聖
教
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で

「浄
土
真
宗
」
の
教
え

を
直
接
に
説
き
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
と

し
て
親
留
聖
人
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ

た
の
が
つ
ぎ
の

『浄
土
二
部
経
』
で
す
。

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
い
た
音
が
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ひ
っ

文
化
的
、
美
術
的
価
値
が
あ
る
か
ど

　

と
ら
え
て
警
察
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

う
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
優
し
い
お
顔
の

　

こ
の
男
は
元
警
察
官
で
骨
童
の
収
集
趣

仏
さ
ま
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
が
昂
じ
て
コ
ソ
泥
を
重
ね
て
い
た
と

◆

エ
ピ
ソ
ー
ド
◆

　
　
　
　
　
　
の
こ
と
。
雅
行
前
住
職
が
ま
だ
大
学
の

も
う
六
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
康

　

学
生
寮
に
い
た
時
、
最
寄
り
の
伏
見
警

道
前
々
住
職
が
お
盆
参
り
を
終
え
て
裏

　

察
署
の
刑
事
さ
ん
が
そ
の
時
の
状
況
を

座
敷

の
廊
下

の
安
楽
椅
子
で
昼
寝
を

　

聴
取
に
き
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
と
、
奥
の
方
で

「力
夕
力

　

　

と
ん
だ
話
題
の
あ
る
仏
さ
ま
で
す
。

夕
」
と
音
が
し
ま
し
た
。
不
審
に
思

っ
　

　

今
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

て
部
屋
に
入
る
と
見
慣
れ
な
い
風
呂
敷

　

に
静
か
に
倖
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

▲浄心寺所蔵の浄土三部経

(仏説無量寿経、仏説観無量寿経、仏説阿弥陀経)

お
経
は
お
釈
迦
さ
ま
が
直
接
、
著
述

さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釈
迦

さ
ま
の
入
減
後
数
百
年
間
、
も

っ
ぱ
ら

記
憶
暗
諦
を
頼
り
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
教
え
を
、
比
丘
た

ち
が
集
ま

っ
て
、
互
い
の
記
憶
を
確
認

し
な
が
ら
合
議
の
上
で
聖
典
と
し
て
編

纂

（結
集
）
さ
れ
た
の
で
す
。

お
経
と
し
て
パ
ー
リ
語
に
翻
訳
さ
れ

た
も
の
は
、
セ
イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
夕

イ
な
ど
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
に
翻

訳
さ
れ
た
も
の
は
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
な

ど
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
で
読
ま
れ
て
い
る
お
経
は
、
漢

文
に
翻
訳
さ
れ
た
お
経
で
す
。
漢
訳
の

お
経
を
国
訳
す
る
仕
事
も
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
も
と
も
と
日
本
人
に
は
漢

文
が
日
常
の
く
ら
し
に
密
着
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
お
経
と
い
え
ば
漢
訳
経

典
が
主
流
に
な

っ
て
い
ま
す
。

綿
！集

後

記

爽
や
か
な
初
夏
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
の
宗
祖
降
誕
会
、
本
年
度
門
信
徒

会
総
会
、
研
修
旅
行
記
等
々
の
諸
報
告

及
び
今
後
の
予
定
と
し
て
虫
干
し
法
座
、

孟
蘭
盆
会
、
秋
季
彼
岸
会
、
門
信
徒
会

会
費
納
入
依
頼
等
々
を
お
知
ら
せ
す
る

第
１
２
８
号
の
浄
心
寺
だ
よ
り
を
、
お

届
け
し
ま
す
。

つ
と
め
て
お
寺
の
行
事

に
ご
参
加
頂
き
お
聴
聞
に
励
ま
れ
ま
す

よ
う
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。
編
集
香
貝
舎

◎浄心寺ホームページ g http:〃 joshinii口 suki口 ari口 net/


